
   

 

 

 

 

 

港区立高輪台小学校 

〒108-0074 東京都港区高輪２－８－２４   http://takanawadai -es .minato-tky.ed. jp/ 

TEL : ０３（５４４７）０６１６     FAX : ０３（５４４７）５３３５ 

○た くましく ○か しこく ○な かよく ○わ くわくする ○だ れにとっても ○い ごこちのよい 小学校 

 ２学期が始まりました  

校長 杉山 太郎 

 

長かった夏季休業が終わり、学校に子どもたちの元気な声が戻ってきました。２学期は、１年間の学校生

活の中で、最も長く、行事もたくさんある学期です。子どもたちが力を存分に発揮できるよう、教職員一同

力を合わせて指導に当たってまいります。 

 

高輪台小学校では、夏季休業中の７月３１日(金)から８月２日(日)の３日間、６年生の「岩井水泳教室（PTA

主催）」が、また８月２１日(金)２２日(土)の２日間、５年生の「箱根夏季学園」が、それぞれ行われました。  

岩井水泳教室は高輪台小学校の伝統行事で、毎年希望した６年生が千葉県の岩井海岸で海での泳ぎ方や海

中での身の処し方について学びます。また、箱根夏季学園は、港区の施設「箱根ニコニコ高原学園」に宿泊

して、箱根の自然に触れ合うことや宿泊を伴う集団行事の参加の仕方、マナーについて学びます。どちらの

行事にも、日常の学校生活での学びをベースにしながらも、その場に行かないと経験することのできない学

びがあります。子どもたちには、ぜひそのことを学んでほしいと考えていました。  

生活する場所がかわり、その場所に宿泊する…。このことは、子どもたちの気分をいつも以上に高揚させ

ます。どちらの行事でも、子どもたちのテンションが上がり続け、初日はいろいろな失敗をしてしまいまし

た。ここでしっかりと反省して振り返り、行動を改められるのが高輪台の子どもたちの良いところ。２日目

には、とても落ち着いて行動できるようになりました。５年生は、１日目の活動では決められた時刻に行動

できることが少なかったですが、２日目はすべて時間前行動ができるようになりました。たった１日で、見

違えるように行動を変えることができた５年生に、私はとても驚かされました。 

場所がかわると、普段よりも力を発揮できるようにもなります。６年生は、一人一人の泳力によってグル

ープを設定しました。泳ぎが得意な子にとっても、波のある海で泳ぐことは怖いことです。得意でない子に

とってはなおさらです。しかし一生懸命練習に取り組んだことで、どの子も沖合で泳げるようにまで成長し

ました。 

このように、子どもを大きく成長させることができるのが学校行事の素晴らしいところです。しかし、た

だ学校行事を行うだけでは成長につながりません。日々の学校生活で「どのようなことが大切なのか」「なぜ

そのようにする必要があるのか」ということをしっかり学び、それを実践するのが学校行事です。学校行事

を通してどのような力をつけていくのか、そのことを保護者の皆様、地域の皆様、関係諸機関の皆様と共有

しながら、子どもたちの成長を計画的に促していきたいと考えています。  

 

２学期も、高輪台小学校の教育に、ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  
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お 知 ら せ 

 
＜教職員の担当変更について＞ 
〇産前産後休暇および育児休業する教職員 
  ４年１組担任（４学年主任） 砂村 未来 主任教諭 
 学校栄養職員 小山内 幸世 栄養士 
〇病気休暇の教職員 
 ２年１組担任（２学年主任） 岩松 梓 主任教諭 
 
〇後任の教職員 
 ４年１組担任 松本 翔平  教諭 
 ４学年主任  小野 剣   教諭 
 ２年１組担任 草薙 宏平  主任教諭 
 ２学年主任  宮本 保菜美 教諭 
 理科専科担当 小山 俊男 講師 
 学校栄養職員 秋山 香織 栄養士 

９月の目標 

                      

 

生活指導部  
長い夏休みが終わり、学校に元気な子どもたち

の姿が戻ってきました。一方で、生活リズムが多少

乱れている面もあると思います。登下校の時刻や

休み時間のきまりを守ること、きちんと名札・校帽

を身に付けることなど、身だしなみを整えること

も含め、９月は学校生活のリズムをしっかりと取

り戻すことが大切になります。 

 きちんとした生活習慣を身に付けることが、子

どもたちの心身の健康にもつながりますので、ご

家庭でも話題にしていただけますと幸いです。 

体力テスト個票について 
体育部 

 今年度も体力テストを実施いたしました。結果につきましては、タブレットでご確認ください。結果をもとに、得意・苦

手分野を見つけたり、動画を見たり、日々の生活で体を動かす習慣を身につけて、体力向上を目指してください。 

 縦割り班活動 
特別活動部 

高輪台小学校では、１年生から６年生で異学年同士のグループをつくり、活動して交流を深める縦割り班活動を行っていま

す。毎年６年生がリーダーとなり、下学年が楽しめるように遊びの内容を工夫して活動を企画しています。 

６年生の子どもたちは、低学年の子どもたちに優しく声を掛けたり、ルールを分かりやすく説明したりしながらみんなが安

心して楽しめるようにリーダーシップをとる姿が見られました。低学年の子どもたちも、お兄さん、お姉さんと一緒に活動す

る中で、笑顔いっぱいに遊んでいました。３学期は５年生がリーダーとなり、遊びを企画します。 

今後も縦割り班活動を通して、学年を越えたつながりを大切にし、思いやりや協力する気持ちを育んでまいります。 

 

道徳授業地区公開講座 
道徳部 

7月11日（土）道徳授業地区公開講座・授業公開を実施しました。１校時は通常の授業公開、２校時は元港区立麻布小学校

校長の長谷 徹先生をお招きし、「家庭、地域、学校で育む豊かな心」をテーマに講演会を開催いたしました。多くの保護者の

方々、地域の皆様にご参加いただきました。ありがとうございました。３校時は各学級で道徳の授業を公開いたしました。「友

情・信頼」「礼儀」「親切、思いやり」「感謝」を内容とした授業を各学年で実施いたしました。今後も道徳の授業を始め、学

校生活全体の道徳教育を通して、子どもたちが心豊かに、より良く生きてけるように教育活動の充実を図っていきます。    

集団のきまりを守ろう 



3年生は校外学習で様々なことを学んでいます。 

３年担任 小林 芳恵 沼澤 有希 渡邊 圭吾 西山 理穂  

 

 ３年生は社会の学習や総合的な学習の時間で、校外の様々なところに出かけ

ます。  

社会の学習では地域巡りで近所にある泉岳寺を見学し、地域の歴史に触れま

した。また、地域を歩いて土地の様子や使われ方などを学びました。社会科見

学では東京タワー見学、港区の車窓見学を通して、港区の様子について学びました。 また、第二高潮

対策センターの見学や防災クルーズにも乗り、港区の災害対策についても学びました。 

総合的な学習の時間では、「花いっぱい運動」に取り組んでいます。1 年間を通して地域の方と一緒

に桂坂の花壇に花を植え、水やりや雑草抜きといった手入れを行っています。「一生懸命きれいにしよ

う。」「地域の人があたたかい気持ちになるといいな。」と、活動の中で植物を

大切にする気持ちや自分たちの住んでいる地域を美しくしようとする気持ちが

育っています。今後は、社会科の学習としてスーパーマーケット、消防署、警

察署、郷土資料館を見学する予定です。普段は見ることのできない仕事の裏側

を自らの目で見て学んでいきます。  

また、校外学習を通して、公共のマナーや安全意識、道路の歩き方など、身

近な社会生活で必要とされる基本的なスキルを身に付けていくことも大切なことです。子どもたちが

校外学習を通してよりよい学びを得られるようにしていきます。 

５年 箱根夏季学園 

     ５年担任 金子雄樹 池田萌衣 田中航太 須田美和子 

 

５年生は、８月２１日（金）～２２日（土）の２日間「箱根夏季学園」を実施しました。芦ノ湖キ

ャンプ村で BBQ をしたり、パラコードキーホルダーを作ったり、海賊船に乗船したりするなど、自然

に親しむ２日間となりました。初めての宿泊行事にも、友達と協力し、時間を意識して集団行動に当

たる姿が見られました。たくさんの思い出と成長を感じる２日間となりました。 

続いて、参加した児童の感想をお伝えします。 

・私が夏季学園で思い出に残ったことは、バーベキューを 

みんなでしたことです。友達と協力して焼くのはとても難し 

く、「お肉がこげる！」「火が消えるぞ！」など、たくさんのト 

ラブルもありました。みんなと協力することは難しいですが、 

楽しさもありました。また、このような時があったら挑戦し 

たいです。   

・箱根夏季学園では、キャンプファイヤーやパラコードキーホルダー作りなど 

楽しいことがたくさんありました。私が一番楽しかったのは、キャンプファ 

イヤーです。レク係が協力してレクリエーションをしてくれたので、楽しい 

キャンプファイヤーができました。今回は、課題もあったので、さらに学年 

としてまとまることができるように、次に生かし、もっともっと成長していき  

たいと思いました。 

 

 

 



 


